




文

輿

皮





序

詞

『
文
楽
3
と
い
ふ
も
の
に
つ
い
て
､
正
確
な
認
識
を
求
め
よ
う
と
す
る
智
識
人
を
封
象
に
､
敢
て
こ
の
書
を

公
け
に
す
る
｡

r
文
楽
史
』
は
､
文
楽
座
史
で
も
あ
れ
ば
ま
た
浄
瑠
璃
史
で
も
あ
り
､

1
両
文
楽
蛮
術
物
語
と
も
云

へ
る
｡

融
通
自
在
に
考

へ
て
い
た
y

き
た
い
｡

こ
れ
で
も

r
史
山
と
云
ほ
れ
る
か
､
ど
う
か
､
と
叱
ら
れ
て
も

二
百
を
い
'
所
謂
歴
史
書
の
形
態
に
囚
は
れ

な
い
で
描
い
た
か
ら
で
あ
る
.

だ
い
た
い
浄
瑠
璃
史
料
の
文
献
は
歌
舞
伎
を
ど
に
比
べ
て
甚
だ
貧
弱
で
､
そ
れ
が
近
代
に
至
る
ほ
ど
い
よ
い

よ
乏
し
い
.
こ
の
難
鮭
な
賓
料
の
龍
嚢
と
検
討
に
は
､
日
頃
徐
り
達
者
で
も
な
い
私
に
取
っ
て
は
､
非
常
を
蛮

荷
で
あ
っ
た
と
見
え
､
こ
れ
が
鳥
め
敷
年
間
等
を
執
れ
を
い
ほ
ど
の
重
点
に
悩
ま
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
し
か

ヽ
ヽ

し
､
こ
ん
を
小
者
で
も
何
か
の
役
に
立
っ
た
と
す
れ
ば
､
そ
れ
は
著
者
の
手
柄
で
も
な
く
全
く
賛
科
の
せ
ゐ
で

あ
る
｡

r
人
j
よ
り
も

r
物
』
が
物
云
ふ
本
書
で
も
あ
る
｡



本
篇
を
三
分
し
前
篇
に
は
文
楽
摩
前
史
と
し
て
'
元
租
義
太
夫
の
竹
本
座
創
立
の
苦
心
か
ら

1
流
大
成
ま
で
｡

中
篇
に
は
文
筆
座
初
代
文
楽
軒
の
大
阪
登
場
か
ら
長
門
太
夫
の
天
保
復
興
を
叙
べ
'
後
篇
と
し
て
は
'
明
治
時

代
文
襲
峯
術
の
情
勢
を
'
人
物
本
位
に
側
面
か
ら
観
察
し
'
特
に
文
楽
人
の
血
み
ど
ろ
に
夜
つ
て
の
難
行
苦
行
､

姦
通
練
成
の
鰭
首
り
精
神
を
ど
相
富
力
挿
し
た
つ
も
り
で
あ
る
.

晋
の
と
こ
ろ
本
書
は
'
十
飴
年
前
現
在
の
四
つ
橋
文
楽
座
新
築
記
念
と
し
て
松
竹
依
嘱
'
同
赦
日
比
栄
治
郎

氏
の
助
力
に
僕
っ
て
執
筆
し
た

『
文
楽
今
昔
讃
』

(
非
膏
領
布
本
)
の
大
改
訂
版
で
あ
る
｡
殆
ど
全
篇
些
旦
つ

て
修
訂
t

F
明
治
の
文
饗
｣
そ
の
他
を
曙
補
し
､
松
竹
曹
長
白
井
松
次
郎
氏
の
諒
解
を
得
､
全
国
書
房
田
中
秀

吉
氏
の
好
意
あ
る
お
勧
め
に
よ
っ
て
上
梓
す
る
こ
と
と
覆
っ
た
次
第
で
あ
る
｡

た
だ
者
薯
に
添
へ
た
文
楽
輿
行
年
康
､
殊
に
苦
心
編
暮
し
た
文
柴
座
重
要
事
項
摘
録
の
全
部
を
､
都
合
上
割

愛
し
た
の
は
追
懐
で
あ
る
が
､
そ
れ
は

r
文
楽
今
昔
薄
J
か
､
最
近
刊
行
の

r
松
竹
関
西
演
劇
誌
』

(
い
づ
れ

も
大
阪
松
竹
曾
敢
単
行
'
非
着
日叩
)
に
就
い
て
知
ら
れ
た
い
｡
尚
は
本
書

r
文
楽
史
』
は
'
昨
春
刊
行
の
拙
著

F
浄
瑠
璃
研
究
書
』
の
姉
妹
篇
と
も
云
ふ
べ
き
で
'
多
少
の
裏
襟
や
棉
疎
記
述
の
加
減
も
あ
る
が
'
併
せ
参
酌

を
た
･Pt
は
る
を
ら
､
彼
此
相
償
ふ
こ
と
も
出
席
'
著
者
の
本
懐
こ

れ
に
過
ぎ
ぬ
｡ノ

昭
和
十
八
年
新
春

薯

者



n日

衣

前

篇

文

柴

以
前
･････]･･

元
租
義
太
夫
生
る

盲
姓

の
子
で
天
狗
鼻

の
天
才

三
都
の
浄
瑠
璃
王

締
蛋
'
播
磨
'
加
賀

竹
本
座
に
革
命

の
旗
揚

敵
は
師

匠
'
悲
痛

の
競
争



苦
節
苦
戦

の
十
九
年

敏
損

つ
ゞ
を

の
興
行
難

｢
曾
根
崎
心
中
｣
の
成
功
‥

新

し
い
現
代
劇

の
試

み

新
座
主
竹
田
と
の
提
携

舞

台
で
蓉
病

'
義
太
夫

の
終

蔦

後
腹
者
政
太
夫
の
偉
業

二
十

四
歳
で
櫓

下
と
な
る
非
凡
鬼

大
近
松
の
死
大
阪
大
火
に
絡

む
因
縁
話

出
雲
'
文
三
郎
の
大
牽
革
-
-

七
二

忠
臣
寂

初
興
行

の
騒
動

竹
本
座
蓬
に
崩
壊
･････････････････････････････-
･････････-
････････････････.･･････八
五

文
三
郎
脱
退
'
近
江
の
鹸
奮



豊
竹
座
退
韓
と
そ
の
後

････････････････････････-
････････････････････････････････.･九
l

始
組
越
前
少
操

の
末
路

中

篇

文

楽

登

場
･-
-

-
-
･････････‥
I
O
≡

正
井
文
楽
軒
大
阪

へ
乗
る

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
一
〇
五

文
楽
座

の
始

り
'
代

々
の
座
主

1
党

紀
敦
讃
語
座
の
来
襲

･･･････････････････････････-
････････････････-
･･･････････
一
二
一

文
楽
座

と
の
大
激
戦

天
保
の
改
革
令
と
蛮
人
弾
歴
･･･
･････････････････････････････････････････････････
I
t
九

役
者
は
何
匹
'
太
夫

は
何

人

清
水
町
演
興
行
時
代

の
女

楽
･･････
････････････････････････････-
･･････････････
二
二
〇

附
'
子
供
首
振

り
芝
居

の
流
行



文
楽
随

一
の
大
柱
石
-
･-

-
-
-
-
-
‥
-
-
-

-
‥
-
-
-
-
-
-
二

聖

l

幕
末
を
飾
る
互
匠
長
門
太
夫

(
三
代
目
)

後

篇

明

治

の

文

筆

-
-
-
-

-
-
-
-
‥
二

七

l

明
治
初
期
の
締
瑠
璃
界
-
-
･-

-
-
-
-
-
‥

異
色
名
匠
銘
々
倖

一

喝
人
長
尾
太
夫

(
初
代
)
-
-
…
-
‥
･-

･-
-
･･-
-
-
-
-
-
-
一
八
一

天
王
寺
相
の
名
村
長

二

畢
匠
長
門
太
夫

(
四
代
iiE
)
･････････････････････････････････-
･････;･･････二
t
O

辞
瑠
璃
大
系
陳
の
薯
着

三

唱
官
綱
太
夫

(
六
代
目
)
･･････････････････････････
･･･････････････････--二
三

全
身
刺
青
の
莫
孝
家



四

馬
方
爾
太
夫

(
四
代

員
)
･･･････････････････････････････････････････････････二
三

一

端
場
鞍
門
の
豪
書
家

五

滴
股
春
太
夫

(
五
代
目
)
･････････････････-･････-
･･-
････････････････････二
7
四

湯
屋
の
三
助
も
し
た

六

風
流
染
太
夫

(
六
代
目
)
････････････････････････-
･･･････････:･････････-
二

7
六

日
叙
樽
三
十
柵
を
綴
る

七

山
伶
三
光
密
･･･････････････････････････････････････････････････････････････-
･二

一
七

高
野
か
ら
韓
向
し
た

八

滑
稽
山
城
揚
-
-

-
-
-
-
-
-

-
-
-
･…
･･-
-
-
-
-
-
-
-
-
二
二
〇

附
､

チ
ャ
リ
押
瑠
璃
.Fil談

九

精
粋
舌
軸
太
夫

(
初
代
)
････････

劇
場
で
惨
殺
さ
れ
た

･-
-
三

二
五

十

盲
人
佳
太
夫

(
四
代
目
)
･･･････････････････…
････････････････････････････1
ニ
ー七

記
憶
の
よ
い
美
音
家



文
集
の
新
作
改
作
浄
瑠
璃
熱
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
･-
‥
二
二
九

襲
態
史
劇

(
清
廉
)
の
影
響

血
の
由

る
や
う
な
難
行
苦
行
記
････････････▲･･･････････････････････････-
･･････二
的
C
)

浄
瑠
軸
道
修
験
者

の
醍
鹸

三
味
線
弾
き
の
名
手
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
･∵
-
-
-
-
‥
二
五
八

囲
平
'
庚
助
'
そ
の
他
か
ず
か
ず

手
す
り
の
〓
名
家
･･････-
････････････-
･_･･･‥
････-
････････････-
･･･････････二
六
八

玉
造
と
紋
十
郎

語
り
手
の
大
麦
的
五
銘
匠
-
･････････-
･･････-
･･･-
････････････････････････二
七
五

麻
津
'
珊
'
津
'
大
隅
'
越
路

文
楽
座
初
め
て
松
竹
に
移
る
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
･-
･-
-
-
･二
八
五

そ
の
苗
後
の
事
情
と
今
後

(
附

記

)

文
楽
と
封
立
し
た
各
座

の
奥

亡
･････････････-
･････-
-
･･････二
九
四

夏
草
や
つ
は
も
の
ど
も
の
夢
の
跡




